
会長：　武田 和則 / 幹事：石渡 健司 ： 例 会 日：木曜日
クラブ会報委員会： ： 午後 12:30開会

委 員 長 ：境野 登章 ： 会.....場：ベルヴィ アイトピア

　　副委員長 ：永島 健雄

第２２４９回 第 三 十 九 回 例会 （2012年 4月26日）

☆ 点鐘 ☆ 幹事報告... ... ....石渡健司幹事

☆ ロータリーソング斉唱...奉奉仕の理想 ☆ 本日の卓話... .古沢勇治会長エレクト　

☆ 四つのテスト唱和 ☆ 地区協議会報告

☆ 来訪者紹介...　　 湯本茂作会長代行 ☆ 出席奨励委員会 　野口一信委員長..　　....

☆ 来訪者挨拶　　　熊谷東ロータリークラブ 真庭様 ・井桁様 ☆ スマイルボックス委員会｠ 　井上真弓委員長

☆ 会長報告......　　 湯本茂作会長代行 ☆ 点鐘......　　 湯本茂作会長代行

★ 点 鐘 ★ 来 訪 者 紹 介　

湯本会長代行　 

熊谷東ロータリークラブより、井桁様と真庭様です。

ではお２人に、ご挨拶をして頂きたいと思います。

※ 真 庭 様

このたび、私どもも城中ロータリークラブの記念式典に行きます。

当日は、どうぞ宜しくお願い致します。

※ 井 桁 様

過日の GSEでは、大変お世話になりました。GSEで来られた方

々にどこが１番良いか聞きましたら、最後の第五グループが１番

良かったと言っておりました。当日は、宜しくお願い致します。

★ 会 長 報 告　 　湯 本 茂 作 会長代行 

皆さんこんにちは。会長代行挨拶申し上げます。武田会長さん

ですが、今週の月曜日(4月23日)に、2時間30分程掛りましたが

大腸癌の手術が無事終わったそうです。当日は集中治療室でし

たが、翌日からは一般病室に移られたそうです。術後間もない為

に若干の熱が出ているようですが、ドクターのお話しですと心配

することではないとの事で、本人も安心しておるそうです。明日あ

たりから先生の指導の下、歩く訓練（リハビリ）に入るそうです。一

日も早い退院を、お祈り申し上げます。4月22日(日曜日)に東洋

大学川越キャンバスに於いて、国際ロータリー第2570地区の地

区協議会が開催されました。当クラブからは、次年度会長エレク

トの古沢会員、次年度幹事予定者の境野会員を始め、10数名の

メンバーの方に出席して頂きました。そもそも地区協議会とは次

年度の各クラブ役員の勉強会だそうでして、当クラブの全委員長

さんが出席されて勉強されますと、クラブ活動にも活気が出るの

ではと思いました。なかなか思うように行かないのが、世の中です

ね。午前中は本年度ガバナー立原雅夫様の挨拶から始まり、ご

来賓の川越市長である川合善明様、東洋大学学部長大場善次

郎様の御挨拶があり、続いてガバナーエレクトの鈴木秀憲様から

次年度役員紹介、次年度の目標と指針の説明・提案事項が2つ

あり、「次年度分担金及び予算承認の件」と「次年度地区協議会

開催地承認の件」が上程され両議案共可決されました。

～会長報告次のページ左へ続く～



～会長報告 前のページより続き～

続いて立原ガバナーよりガバナーノミニーの中井眞一郎様(所沢

ロータリークラブ所属)が紹介され、中井様がご挨拶をされました。

昼食後、各部門別に分かれまして、1時間30分の予定で研修会

が行われました。因みに私は内山会員の代わりに職業奉仕委員

会に出席させて頂きました。研修が終わり、最後に各リーダ―か

らの発表、そして研修リーダーから講評が有りました。続いて次年

度ホストクラブ川越西ロータリークラブの田村会長エレクトの挨拶

・閉会の言葉を頂き、点鐘となりました。参加されましたメンバー

の方々、長時間大変お疲れ様でした。

★ 幹 事 報 告　　　　　石渡 健司幹事

本日、午前11時より理事会が行われました。議案の5月6月例会

プログラムが承認されました。後ほどFAXにて皆様にお送りします

。よろしくお願いします。前回も申し上げましたが、羽生実業高校

よりインターシップ受け入れ事業所の要請があり、理事会におい

て要請をいくつかの事業所において受け入れをすることになりま

した。ぜひ受け入れ参加お願いを、申し上げます。後ほど羽生実

業高校よりメンバー全員に申込書をお送りされると思いますので、

受け入れの出来る方は用紙にご記入の上、FAXにて高校まで返

信してください。先日のGSE受け入れにつきましては、無事に21

日土曜日に送り出しました。LANAさん本人も行田RCのメンバー

と大変親近感を持たれ、感激していました。特に研修はさておい

て、毎晩日本酒の晩酌ができたことが、楽しかったようです。22日

の夕方には、ブリスベンの家について家族と再会したようです。ち

なみにフェイスブックを通し、毎日会話をしています。まだ参加さ

れていない方は、是非ご参加ください。5月3日木曜日は、定款

により休会日です。また5月10日(木曜日)は、親睦旅行のために

休会となります。そして5月11日から13日まで、いよいよ城中RC

訪問親睦旅行になります。あけて5月17日(木曜日)が、アイトピア

において通常例会になりますので、お間違えになりませんよう宜し

くお願いします。以上で幹事報告を終わります。

★ 本日の卓話 　　古沢勇治会長エレクト　　

皆様、今日は！　先日の４月22日（日）に行われた「国際ロータリ

ー第2570地区2012年地区協議会」のご報告を申し上げます。行

田ＲＣからは、地区から要請された方も含めて、8名で参加をして

まいりました。会場は、東洋大学川越キャンパスで行われました。

午前の部は第一本会議ということで、参加者一堂が会しての開

催セレモニーが行われました。特に挨拶の中で、立原ガバナー

の“クラブが主役”、そして加藤玄静研修リーダーの“増強はもち

ろん重要だが、その前に例会の見直しで退会者を出さないように

することもさらに大事なこと”というのが印象に残りました。そして

最後、とりを飾って鈴木秀憲ガバナーエレクトが、国際協議会に

各クラブから2名の参加を呼びかけ、そして五大奉仕の役割の重

要性を語っておられました。ここで改めて、次年度国際ロータリー

田中作次会長のRIテーマについてご報告致します。2012～

2013年度RIテーマは『奉仕を通じて平和を』というものでした。

少し田中RI会長エレクトのご発言をご紹介致します。平和の定義

はそれこそ人によって違いますが、平和ではない状態を考えれ

ば分かりやすいと思います。つまり、戦争や暴力、飢餓や弾圧、

そして貧困の無い状態が、一般に語られる平和ということでありま

す。そしてどのような意味でこの言葉を使うにしても、ロータリーで

平和を実現することができます。ロータリーは、保健、衛生、食糧

、教育など、人々の基本的なニーズに、最も必要とされている地

域で応えることができます。ロータリーの奉仕を通じて、私は、何

かを達成しようとするとき、「超我の奉仕」は単なる標語ではないと

考えております。それは、誰の人生をも、さらに豊かで、有意義な

ものにする生き方を示していると思います。ロータリアンは、自分

よりも、ほかの人のニーズを重視します。自分のためだけではなく

、社会全体のためを考えます。「超我の奉仕」という言葉は、人生

で本当に大切なこと、エネルギーを注ぐべきことは何なのかを、

私たちに教えてくれる言葉です。そうすることで、より平和な世界

の基盤を築くことができると考えます。そこで私は、2012～2013

年度のロータリーのテーマを、「奉仕を通じて平和を」と致しました

。そしてこのテーマに難しい哲学はないと思っています。私は哲

学者ではありません。一介のビジネスマンです。ただ、ビジネス

マンとしての長年の経験から私は、事業を成功させるには、顧客

の満足を追求する以外にないという結論に達しました。顧客に喜

んでもらえれば、事業も成長します。そうすれば私自身も幸せに

なれます。～卓話　次のページ左へ続く～



～卓話　前のページより続き～

しかし、それは事業が成功しているからだけではなく、人を幸せ

にしてあげることができたという認識があるからです。皆さま、次年

度、「奉仕を通じて平和を」を、ロータリー活動の最重点としてい

ただくようお願い致します。また、どのように定義するにせよ、「平

和」がロータリーにとって究極の、そして実現可能な目標であるこ

とをご理解ください。平和は、協定や、政府や、大胆な闘争だけ

で達成するものではなく、日常の簡単な方法の積み重ねによって

成し遂げるものであります。と結んでおります。かなり長い文章でし

たが、かいつまんでご紹介致しました。　続いて第2570地区鈴木

秀憲ガバナーエレクトの2012～2013年度ガバナーメッセ－ジを

ご紹介致します。テーマは『重点課題は奉仕の追求』ということ

で挙げておられました。ここからは午後からの「部門別研修会」の

会長部会でのお話になります。さわりの部分をご紹介しますと、職

業奉仕はロータリーの基本であり、自分と自分の職業を常に磨く

事であるということ、そして利益や売上を競うのではなく、お客様

の側に立って、製造業は製品を、販売業は商品を、サービス業

はサービスの内容を常にレベルアップする事が職業奉仕の本文

と考えます。その結果、利益がついて来て、お店は繁盛し、周囲

からの尊敬も得られます。その上で、社会奉仕は、クラブや地区

が地域で必要とされている事を行います。そして地域のニーズの

変化にも対応した社会奉仕を心がける事も大切です。更に、国際

奉仕は、紛争の解決や人道的支援を初め、本当に必要な事業を

具体的な行動に移して行く事を訴えたいと思っています。細部を

少し申し上げますと、まず会員増強は、まずロータリアンが世間か

ら尊敬され、憧れの対象にならなければいけない。付き合いや親

睦目的で入会しても長続きはしません。また同業主5人までを追う

より、職業分類の空白の分野を埋めるような勧誘を奨励します。公

共イメージと認知度の向上は、単にメディアへ売り込むとか、その

他広報するという事だけではなく、まず我々が世間から尊敬され

、憧れの対象になる事が大事と考えます。先程の会員増強と重

なります。そして世間が真に必要とされている事業を行うことが最

も重要と考えます。また、各部門別の奉仕のあり方も申し上げたい

のですが、時間も限られているので、最後に次年度の地区テー

マバッジ「いい風ふくよ！」について申し上げます。図柄は、ロー

タリーが動く事で良い風が吹く事を表しています。真実に向かって

、信ずるところに向かって、活動しましょう。良い風が必ずや吹くで

しょう。以上鈴木ガバナーエレクトのご発言をご報告致しました。

一日だけの短い協議会でしたが、2012～2013年度　田中作次

RI会長も、鈴木秀憲第2570地区ガバナーも、最初に「職業奉

仕」の大切さを掲げておりました。私も次年度「基本に返ろう」を行

田RCのテーマに据えて、得に職業奉仕を勉強したいと考えてお

りましたので、お二人のお考えと一致し嬉しく思っております。次

年度も、この協議会を終え、スタートにより近づいた感があります。

次年度委員長様にお願いしておりました各委員会の委員の選出

、昨日までとなっております。まだ未提出の委員長様、その後の

準備炉辺会合も間近に迫っておりますので、早急のご提出よろし

くお願い致します。以上持ちまして、「国際ロータリー第2570地区

2012年地区協議会」のご報告と致します。ありがとうございました。

古沢勇治会長エレクト　卓話風景

※ 境野登章 次年度幹事予定者

私は次年度幹事予定者と言う事で、「幹事部会」に参加させて

頂きました。では内容をいくつかお話させて頂きます。

幹事とは事務長的存在であり、理事会と例会の議事録や会員名

簿を保管し、国際ロータリー・日本支局・ガバナー事務所との諸

手続きを行う。例会時には、会務報告・他クラブからの連絡事項

の告知。つまり幹事報告を行う。新入会員の入会時は、幹事は

入会手続きについての中心的役割を果たす使命がある。続きま

して就任前の6月30日までの間ですが、クラブ幹事要覧・クラブ

定款・クラブ細則の熟読。就任後の7月からは、前任幹事からク

ラブの記録等全ての事務引き継ぎ。年次総会の準備を行い、役

員の選出に力を貸す。等々。後半の１月以降は、会長及び理事

会と協力してクラブの活動状況を検討し、かつ年度の中間報告

書を作成する。等です。以上、ご報告致します。ありがとうございま

した。

※ 山本憲作 次年度クラブ研修リーダー

私は新世代部門に出席させて頂きました。アクト委員会・ライラ

委員会・青少年交換等、日本を担う青少年に関するプログラムが

組まれているわけです。各学校にインターアクトがあったわけで

すが、ほとんど活動していないのが現状のようです。詳しく知りた

い時は、私に聞いて頂ければ、ご説明をさせて頂きます。



※ 坂本研一 次年度社旗奉仕委員長

私は社会奉仕部門に参加させて頂いたわけですが、当クラブの

小菅さんが意気揚々と司会をしておりました。東松山ロータリーク

ラブの真下さんには、行田サミットの事をとても褒めて頂きました。

アイバンクやブライダルなど必要な方は、是非私の方までご一報

頂けたらと思います。

※ 湯本 次年度職業奉仕委員長（内山委員長代理）

職業奉仕とは何ですか？あなたの職業を通じて、他人を助ける

事だそうです。ハーバードテーラーという人が、倒産寸前の会社

を立て直すためのスローガン。真実かどうか。すべての取引先に

対し、公正かどうか。信用を高め、取引先を増やすかどうか。全て

の取引先に、利益をもたらすかどうか。高校生就労体験と言う事

で、妻沼高校さんと羽生実業高校さんから、要請が来ております

。皆さんの企業に、５日間だけ生徒さんを送り込みたいようです。

挨拶が出来ない。服装が乱れてる。今の高校生は叱られる事が

ないようで、挨拶や服装に関して叱られて帰って、良い体験が出

来たとの事でした。高校生の退学が減ってきているようです。

職業体験が、役に立っているようです。

★ 出 席 奨 励 委 員 会　 野口一信委員長

T ・ 正 会 員 数 56名

A ・ 85年規定承認者 11名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 31名

B ・ 各承認者の例会出席者 6名

MU ・ 本日のメーキャップ者 6名

本 日 の 出 席 率 72.5％

★ スマイルボックス委員会　 井上真弓委員長　

野口一信委員長 井上真弓委員長

ニ コ ニ コ 報 告 

湯本会長代行 古沢会長エレクト、本日は地区協議会の報告
宜しくお願いします。

石渡幹事 古沢エレクト、ごくろうさまです。熊谷東ロータリ
ークラブ間庭さん、井桁さん、ようこそ。

熊谷東RC
間庭様
井桁様

本日のメイクアップを楽しみにしておりました。
台北城中RCの記念式典に登録して頂きまして
誠にありがとうございました。4人でお世話になり
ますが宜しくお願い申し上げます。友情に感謝
申し上げます。

山田会員
熊谷東クラブの間庭様と井桁様、
ようこそ行田クラブへ。

諸貫会員
古沢エレクト、地区協議会ご苦労様。
ようこそ間庭様、井桁様。

小池会員 古沢次年度会長、頑張ってください。

小山会員
古沢エレクト頑張って！　間庭様、井桁様ようこ
そおいで下さいました。

山本会員 古沢会長エレクト、宜しくお願いします。

清水治雄会員 古沢エレクト本日はご苦労様です。又、次年度
会長よろしくお願いいたします。

永島会員　
戦前教育を受けた方が大変少なくなった現在、
メールで教育勅語（口語訳）送信したところ、
多くの皆様から同感の意がありました。

冨田会員
古沢会長エレクト、地区協議会報告ありがとう
ございます。

碓井会員
さきたま火祭りにクラブはもとより、大勢の皆様
から協賛金を頂きました。ありがとうございます。
今年は担当地区なので頑張ります。

持田会員 地区協議会ご苦労様でした。

清水義夫会員 古沢さん、次年度大きく成長してください。

小菅会員 5月1日放送のめざましテレビ（フジ）で当社が
放送される予定です。

古沢会員 地区協議会のご報告をさせて頂きました。
ありがとうございました。

境野会員 古沢会長エレクト、本日はありがとうございます。

渡辺会員　 申し訳ありませんが、本日早退いたします。

福島会員 本日早退させていただきます。

以下同文

大野会員、鈴木克枝会員、柿沼会員、
橋本会員、坂田会員、武笠会員、武井会員、
阿部会員、鴨田会員、坂本会員、倉持会員、
野口会員、井上会員

本日のニコニコは36,000円でした。

ありがとうございました。

★ 点 鐘　　　　　湯 本 茂 作 会 長 代 行
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